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よくある質問と回答（2026年12月期第１四半期決算） 
 

 

 

 

日頃より、当社への関心をお寄せいただきありがとうございます。2026年12月期第１四半期決

算開示後に投資家の皆様から頂戴した主なご質問とその回答を下記の通り開示いたします。 

なお、本開示は投資家の皆様への情報発信の強化とフェア・ディスクロージャーを目的とし

て、四半期に１回開示するものです。回答内容につきましては、本開示時点を基準としつつ、投

資家の皆様に回答した内容を踏まえて記載しております。 

 

 

Q1. 中国の日本への渡航自粛による影響について教えてほしい。 

旅行事業ではFIT（個人旅行客）向けのホテルや旅ナカ商材の販売、ホテル事業では、大森ホテ

ルにおいてADRへの影響が見られております。バス事業では、中国団体旅行を主力としていたバス

会社が、低価格での受注獲得を強化しており、価格競争が激化しております。 

一方で、中国の日本向け団体旅行については再開に向けた動きも報じられており、今後の需要

回復が期待される状況にあります。旅行事業のホテル販売を中心に、各事業へのプラス効果が期

待されますが、中国市場の動向を注視しながら営業活動の強化を進めてまいります。 

なお、業績予想については、外部環境の不確実性も踏まえ、達成可能性を重視して策定してお

ります。 

 

Q2. 中東情勢による影響について教えてほしい。 

旅行事業、バス事業においては、中東地域発および欧州発のうち中東経由便を利用する訪日ツア

ーで一部キャンセルが発生するなどの影響がみられたものの、第１四半期の業績への影響は限定的

であると認識しております。 

一方で、情勢の長期化に伴う燃料価格の上昇や航空運賃への影響については引き続き注視してお

ります。当社では販売市場の多様化や商品構成の見直しを進めるとともに、親会社と緊密に情報共

有および連携を図りながら、市場環境の変化に柔軟に対応してまいります。 

 

 



 

Q3. 各事業１Qの状況について教えてほしい。 

旅行事業では、中国の渡航自粛要請や中東情勢の影響により、FIT（個人旅行客）向けホテル販

売や一部団体ツアーに影響が見られたものの、韓国および東南アジアを中心とした団体ツアー需要

が堅調に推移し、利益は前年を上回りました。ホテル事業では、中国政府による渡航自粛要請や中

東情勢の影響が一部で見られたものの、リアルエージェントとOTA販売を柔軟に切り替えながら需

要を取り込み、全ホテルでRevPAR（販売可能な客室１室あたりの収益）が前年を上回りました。そ

の結果、売上高・利益ともに増加し、セグメント利益は過去最高となりました。 

バス事業では、中国市場向け需要の減少に伴う価格競争の激化や、中東情勢の影響による一部キ

ャンセルの発生などにより、前年同期比で減収減益となりました。一方で、航空会社クルーや半導

体関連工事の送迎業務は堅調に推移しており、引き続き収益源の多様化を進めております。 

 

Q4. 新システムの進捗状況について教えてほしい。 

FIT対応強化を目的とした新システム開発は、プレローンチを通じて得られた旅行会社からの意

見や要望を踏まえ、機能の改善および利便性向上を進めております。そのため、より完成度の高い

サービスを提供する観点から、Phase1のローンチ時期を当初計画より見直す予定です。海外旅行会

社のニーズに沿ったシステムとするため、旅行博覧会への参加や、現地旅行会社への営業活動を行

っております。 

Phase１ローンチ後は、減価償却費などの費用発生を見込んでおりますが、その影響については

業績予想に織り込み済みです。利益への貢献は翌期以降を見込んでおり、今後も段階的な機能拡充

を進めることでサービス価値の向上を図り、中期経営計画の達成につなげてまいります。 

 

Q5. 今後の個人投資家への還元について教えてほしい。 

 当社は、株主の皆様への利益還元を重要な経営課題の一つと認識しており、安定的かつ継続的

な配当の実施を基本方針としております。中期経営計画においては、配当性向40%前後を目安と

し、2026年12月期は１株当たり42円、2027年12月期は44円以上、2028年12月期は46円以上と、持

続的な増配の実現を計画しております。 

また、配当による還元に加え、中長期的に当社株式を保有いただく株主の皆様との接点拡大や

当社事業への理解促進、個人株主層の拡大につながる施策についても検討を進めております。今

後も企業価値向上と株主還元の充実に努めてまいります。 

 

 

 

 

■最新の決算情報や株主総会関連資料はこちら 

・IR ウェブサイト：https://hanatourjapan.jp/ir/news 

 

・2026年12月期第１四半期決算短信：https://contents.xj-

storage.jp/xcontents/AS71113/9032f64e/40f7/4fdd/b0fb/29d750a5ad29/140120260514534141.pd

f 

 

・2026年12月期 第１四半期決算補足説明資料：https://contents.xj-

storage.jp/xcontents/AS71113/86dc7d6a/dba3/4d35/8c34/a2637194c334/140120260514534264.pd

f 
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